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３
月
ま
で
市
が
直
接
運
行
し
て
来
た

や
ま
ゆ
り
号
を
４
月
か
ら
、
小
田
急
交

通
南
多
摩
㈱
（
道
路
運
送
法
の
タ
ク
シ

ー
事
業
）
が
行
う
『
や
ま
ゆ
り
号
運
行

サ
ー
ビ
ス
』
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
町
田
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ブ
友
の
会
が
行
う
『
市
民
外
出

支
援
サ
ー
ビ
ス
』
（
愛
称
…
あ
い
ち
ゃ

石阪市長に報告する、向かって左から
南野さん、中家さん、萩原さん

　町田市は、２００８年（平成２０年）２月１日に市制５０周年を迎えます。
　２００８年は、これからの「町田ブランド」を構築する出発点と位置付
け、「あなどれません。町田」をキャッチフレーズに、まちの魅力を再
発見、創造、発信する様々な事業を市制５０周年記念事業として展開しま
す。
　そこで、市制５０周年記念事業で統一的に利用するシンボルマークを公
募することになりました。自由な発想による斬新な作品をお待ちしてい
ます。
○募集テーマ　これからの町田市の都市イメージを端的に表現し、広く
市民に親しまれ、２００８年以降も継続的に使用できるシンボルマークを
デザインして下さい。なお、シンボルマークは市制５０周年記念事業キ
ャッチフレーズ「あなどれません。町田」とともに使用する予定で
す。
※５０周年以降も使用を予定しているため、「５０」をデザイン化するな
ど、５０周年を連想させないものとします。

○応募資格　１５歳以上の方
○締切　７月３１日（火）
○選考及び発表　有識者による選考を行い、９月上旬に町田市ホームペ
ージ及び広報により発表します。
○賞
最優秀作（採用作品）　賞状と１０万円　※高校生以下は図書カード
　優秀作（２点）　賞状と１万円　※高校生以下は図書カード
　佳作（数点）　記念品
○応募規定
・用紙はＡ４版サイズ（白）をタテで使用して下さい。
・用紙裏面下部に住所、氏名、年齢、電話番号を明記して下さい。
・応募点数の制限はありません。ただし用紙１枚に付き１点の応募とし
ます。
・作品の色や大きさは自由ですが、白黒での使用、また縮小することに
もご留意下さい。
・応募作品は返却しません。
○注意事項
・未発表のもの、他の著作権を侵害しない作品とします。入賞作品が他
の著作権を侵害することが判明した場合には、審査結果発表後であっ
ても賞を取り消すことがあります。
・入賞作品にかかる著作権等、すべての権利は町田市に帰属します。
・採用作品は使用の際、補作をする場合があります。
○個人情報の保護について
以下の目的以外に応募者の個人情報を使用及び公表することはありま
せん。
・入賞の連絡のために使用すること。
・入賞作品を発表する際に、氏名、住所（都道府県名・市町村名のみ）
を公表すること。
○応募作品送付先　〒１９４－８５２０　中町１－２０－２３　企画部企画調整課
（市制５０周年記念事業担当）

　□問 企画調整課　��７２４・２１０３

ん
号
）
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
単
独
で
実
施
し
て
き
た
両
事
業
を

福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
共
同
配
車
セ
ン
タ

ー
事
業
（
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
）
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
や
ま

ゆ
り
号
は
市
外
及
び
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

等
を
、
あ
い
ち
ゃ
ん
号
は
市
内
輸
送
を

原
則
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
と
社
会
福
祉
協
議

会
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協

働
に
よ
る
事
業
で
す
。　
　
　
　

　

利
用
に
は
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
へ
の

登
録
が
必
要
で
、
単
独
で
公
共
交
通
の

利
用
が
困
難
な
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

�　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

�　

療
育
（
愛
の
）
手
帳
１
・
２
度

�　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・

２
級

�　

介
護
保
険
法
の
要
介
護
状
態
区
分

３
〜
５

�　

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
認
定

区
分
４
〜
６

�　

ア
〜
オ
と
同
等
程
度
の
方

　

利
用
は
有
料
（
や
ま
ゆ
り
号
は
免
除

規
定
あ
り
）
で
す
。

　

４
月
以
降
、
新
規
登
録
者
が
増
え
て

い
ま
す
。
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
で
は
、

相
談
や
、
介
護
・
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
の

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
ち
ゃ
ん
号
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
※
）
の
方
が
運
転
す
る
道
路
運
送
法

の
福
祉
有
償
運
送
事
業
で
す
。
４
月
以

降
、
共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
の
新
規
登
録

者
が
増
え
て
お
り
、
運
転
手
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

共
同
配
車
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先

��
・
�
７
２
７
・
６
３
６
１

※
基
準
に
よ
り
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま

す
。

　

み
ん
な
の
お
で
か
け
マ
ッ
プ
を
配
布

中
で
す
。
こ
の
冊
子
は
、
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
乳
幼
児
連
れ
の
方
等
の
外
出

支
援
の
た
め
に
、
施
設
（
住
所
・
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
等
）

情
報
と
案
内
図
（
町
田
駅
周
辺
ほ
か
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
の
ト

イ
レ
（
車
い
す
使
用
者
が
利
用
で
き
る

も
の
）
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
注
）
対
応

設
備
、
授
乳
室
、
障
が
い
者
用
駐
車

場
、
福
祉
輸
送
事
業
者
や
、
音
声
案
内

等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

冊
子
は
、
一
部
カ
ラ
ー
で
１
０
０
０

０
部
作
成
し
、
市
役
所
本
庁
舎
、
各
市

民
セ
ン
タ
ー
で
無
料
配
布
し
て
い
ま

す
。
町
田
駅
周
辺
地
図
は
視
覚
障
が
い

者
の
方
に
配
慮
し
、
触
知
図
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課

��
７
２
４
・
２
１
３
３

�
７
２
４
・
１
１
８
７

注
：
人
工
肛
門
・
膀
胱
を
お
持
ち
の
人

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
が
行

っ
て
い
る
青
年
海
外
協
力
隊
に
市
内
に

お
住
ま
い
の
萩
原
踊
介
さ
ん
、
中
家
真

奈
子
さ
ん
と
南
野
育
恵
さ
ん
の
派
遣
が

決
ま
り
報
告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
経
験
を
生
か
し
、

萩
原
さ
ん
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ

村
落
開
発
普
及
員
、
中
家
さ
ん
は
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
で
農
業
な
ど
の
指
導
、
南
野

さ
ん
は
ヨ
ル
ダ
ン
で
幼
児
教
育
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。

　夏の風物詩である、ほおずき市を開催しま
す。
　ほおずき（鉢物）や山野草を市内の生産者
が販売しますのでぜひご来園下さい。新鮮野
菜も販売します。
○日時　７月７日（土）、８日（日）午前８
時～午後４時３０分
※雨天実施
○会場　薬師池公園内
○交通　小田急線町田駅北口ＰＯＰビル先２１
番乗場から本町田経由野津田車庫行きか本
町田経由鶴川駅行きバスで「薬師ヶ丘」下
車すぐ

□問 公園緑地課��７９３・７６１１

薬師池公園

����
�����

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

市
で
は
医
療
制
度
改
革
や
税
制
改
正
に
よ
る
高
齢
者
の
方
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
の
た
め
指
定
収
集
ご
み
袋
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

町
田
市
に
住
所
が
あ
る
、
平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方
（
４
月
２

１９

７０

日
以
降
の
転
出
・
死
亡
及
び
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
市
内
転

居
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
す
）
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
袋　

㍑
袋　

枚
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
袋　

㍑
袋　

枚
（
年
間
１

２０

５０

２０

１０

人
）

　

委
託
業
者
が
順
次
、
個
別
に
直
接
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
お
受
け
取
り
の
際
に

は
、
受
領
印
ま
た
は
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
在
の
場
合
、
８
月　

日
ま
で
行
い
ま
す
。
配
布
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
左

３１

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

□問
 

ご
み
減
量
課
��
７
９
７
・
０
５
３
０　

　

高
齢
者
福
祉
課
��
７
２
４
・
４
０
４
８

歳歳
以以
上上
のの
高高
齢齢
者者
のの
方方
にに

７７００指指
定定
収収
集集
ごご
みみ
袋袋
をを
無
料
配
布

無
料
配
布
しし
まま
すす

あいちゃん号（スロープ付車両等３台）

やまゆり号（リフト付車両等４台）

対
象
者

配
布
枚
数

配
布
方
法

配
布
期
間

　

７
月
１
日
か
ら
７
月　

日
３１
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対象：単独で公共交通の利用が困難な障がい者、要介護高齢者等対象：単独で公共交通の利用が困難な障がい者、要介護高齢者等


